
岐
阜
・高
山

城

三
之
丸
堀
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岐
阜
県
高
山
市
城
山

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
八
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一局
山
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
中
　
彰

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
―

一
七
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

高
山
城
は
、
豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
て
飛
騨
へ
侵
攻
し
た
金
森
長
近
が
築
城

し
た
も
の
で
天
正

一
六
年

（
一
五
人
八
）
か
ら
慶
長
八
年

（
三
ハ
〇
一こ

ま
で
の

一
六
年
間
で
完
成
さ
れ
た
城
郭

で
あ
る
。
高
山
城
は
、
織
田
信

長
の
安
土
城
築
城
の
直
後
に
構

築
さ
れ
、
軍
事
機
能
優
先
の
造

形
と
は
異
な
る
御
殿
風
の
古
い

城
郭
形
式
を
も
ち
、
城
郭
史
上

初
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
三

之
九
の
堀
は
北
と
東
側
に
Ｌ
字

状
に
掘
ら
れ
、
近
世
初
頭
の
様

相
を
示
す
。
外
堀
に
あ
た
る
部
分
は
、
自
然
河
川
の
宮
川
と
江
名
子
川
を
あ
て

て
い
る
。

発
掘
は
、
堀
周
辺
の
公
園
整
備
に
伴
い
行
う
も
の
で
、
厚
い
ヘ
ド
ロ
状
堆
積

物
と
湧
水
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
進
め
た
。
ヘ
ド
ロ
上
部
か
ら
は

一
人
―

一
九
世

紀
の
美
濃
系

・
肥
前
系
の
陶
器
が
多
量
に
出
土
し
、
堀
底
か
ら
は

一
六
世
紀
の

志
野
平
皿
片
が
出
土
し
た
。
堀
の
現
況
は
東
西
長
五
四
ｍ
、
南
北
長
五
人
ｍ
、

堀
幅
は

一
〇
―

一
五
ｍ
、
深
さ
は
五
ｍ
を
測
る
。
南
北
堀
の
南
端
に
は
、
大
量

の
柿
葺
の
屋
根
材
が
廃
棄
し
て
あ
っ
た
。
屋
根
材
の
幅
は
四
―
九
伽
、
長
さ
三

人
―
四
二
伽
、
葺
足
三

・
三
ｔ
三

・
五
伽

（
一
寸
）、
板
厚
は
三
―
四
ｍｍ

（
一

分
）
を
測
り
、
板
を
止
め
た
竹
釘
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
、
墨

書
の
あ
る
柿
板
が
九
枚
、
木
札

一
枚
、
板
絵
馬

一
枚

（年
号
、
寄
進
者
が
記
さ
れ

て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
が
判
読
不
能
）
が
発
見
さ
れ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「湘

田前
【雌

耐
一戸

副
剛
賊
様

戸
田
山
」

。
「
戸
田
山
城
守
殿

黒

田

甲

斐

守

殿

　

　

　

　

　

　

」
　

　

　

　

ヽ
］
睫

霊

益

ｏ
常

②
　
。
「鹿
内
善
三
郎
」

名
内
藤
□
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞⇔巽
ミ
添

ｏ臼

(高 山)
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Ｌ
見
事
乃

一
□

見
事
乃

一
杉
為
給
　
　
」

。
「□
□
□
□
婚
事
盤

武
士
の
道
次
□
□
専
　
」

。
「右
此
条

ゝ
　
常
に
心
に

可
弓
馬
　
」

卜
Ｐ
∞
×

『
∞
×

∞
　

ｏ
⇔
騨

∞
Φ
解
×

Φ
伽
×

∞
　

ｏ
６
〕



(5)

□き□
のなと

秋 かロセ
白風  さたイ
雲起  りの□
飛  なあつ

きひ□
かみ□
なんと

思

と

柿
板
九
枚
の
う
ち
、
三
枚
は
割
れ
た
細
片
の
た
め
判
読
不
能
で
あ
る
の
で
、

六
枚
に
つ
い
て
釈
文
を
掲
げ
、
ま
た
各
板
の
穿
孔
は
多
数
に
わ
た
る
た
め
釈
文

に
は
示
し
て
い
な
い
。
⑬
は
左
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

高
山
城
は
、
元
禄
八
年

（
三
ハ
九
五
）
に
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
の
三

之
丸
周
辺
の
建
物
屋
根
材
が
堀
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
黒
田
甲

斐
守
、
戸
田
山
城
守
は
金
森
氏
と
の
関
係
が
深
く
、
注
目
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

高
山
市
教
育
委
員
会

『高
山
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ
』
全

九
九
六
年
）

（田
中
　
彰
）

Ｒ
阿
――――
――――
―――‐
―ｌｉ‐
―――
‐――
‐――
‐――
‐‐―
‐‐Ｉ
Ｖ

名
御
上
屋
酌

国
際
剛
岬
斐
守
殿
と

屋
敷
　
□
□
□
□
□
□
□
渡
り

屋
舗
　
　
　
□
□
□
□
事
　
　
」

。
「今
咽
帥

舵
印
酬
卵
蜘
鞠

四
日
　
」

□
組
八
人
仲
間
　
　
」

∞
∞
］
×

Ｐ
ｏ
ｏ
×

卜
　

Φ
⇔
牌

卜
］
６
×

μ
ｏ
卜
×

卜
　

ｏ
ｏ
Ｐ

（
驚

じ

×

６
×

］

⇔
盟

冊

脚

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

閉

板  絵




